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2007 6月

か
の
や
ば
ら
祭
り
『
ば
ら

の
ス
ィ
ー
ツ
』
を
募
集

● 

募
集
内
容
＝
ば
ら
に
ち
な
ん
だ

ス
ィ
ー
ツ
（
和
菓
子
・
洋
菓

子
・
焼
菓
子
）

●
募
集
期
限
＝
５
月
25
日
（
金
）

※ 

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

※ 

休
日
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

● 

応
募
資
格
＝
審
査
日
に
作
品
を

指
定
場
所
に
持
参
で
き
る
人

● 

審
査
及
び
表
彰
式
＝
６
月
３
日

（
日
）
９
時
〜
15
時

● 

場
所
＝
か
の
や
ば
ら
園

● 

審
査
方
法
＝
当
日
作
品
を
展
示

し
、
ば
ら
園
入
園
者
に
よ
る
公

開
審
査
（
投
票
形
式
）
を
行
い
、

さ
ら
に
審
査
員
に
よ
る
試
食
審

査
を
行
い
ま
す
。

※ 

応
募
多
数
の
場
合
は
事
前
審
査

を
行
い
ま
す
。

●
賞

　

 

鹿
屋
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
賞
（
１
点
）

＝
賞
状
及
び
賞
金
３
万
円

　

 

優
秀
賞
（
２
点
）
＝
賞
状
及
び

鹿
児
島
黒
豚
・
黒
牛
・
か
の
や

カ
ン
パ
チ

※
そ
の
他
各
賞
あ
り

● 

応
募
方
法
＝
鹿
屋
商
工
会
議
所

又
は
市
商
工
観
光
課
に
置
い
て

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
直
接
持
参
又
は

郵
送
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

鹿
屋
商
工
会
議
所
青
年
部

　

☎
０
９
９
４
─42
─３
１
３
５

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
生
・

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ

ブ
会
員
・
海
洋
体
験
セ
ミ

ナ
ー
参
加
者
を
募
集

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

　

水
の
特
性
を
利
用
し
て
、
体
力

ア
ッ
プ
、
ウ
ェ
イ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

膝
や
腰
の
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
た
め

に
行
う
リ
ズ
ム
体
操
「
ア
ク
ア
ビ

ク
ス
」
の
教
室
生
を
募
集
し
ま
す
。

● 

期
間
＝
６
月
13
日
（
水
）
〜
９

月
21
日
（
金
）
の
毎
週
水
・
金

曜
日
20
時
〜
21
時

● 

場
所
＝
串
良
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル

● 

定
員
＝
女
性
50
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

● 

参
加
料
＝
５
，
０
０
０
円
（
ス

ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
含
む
）

●
申
込
期
限
＝
６
月
１
日
（
金
）

● 

申
込
方
法
＝
申
込
書
を
記
入
の

う
え
、
参
加
料
を
直
接
持
参
し

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

　

肩
こ
り
、
腰
痛
、
膝
痛
、
運
動

不
足
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
の
た

め
に
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

会
員
に
な
る
と
、
期
間
中
の
指

定
時
間
帯
に
限
り
何
度
で
も
プ
ー

ル
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

期
間
＝
６
月
１
日
（
金
）
〜
９

月
30
日
（
日
）

※
休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日
・
祝
日

●
時
間

　

午
前
＝
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

午
後
＝
14
時
〜
16
時

　

夜
間
＝
19
時
〜
21
時

※ 

夏
休
み
期
間
中
は
一
般
開
放
を

行
う
た
め
、
午
前
と
午
後
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

毎
週
水
・
金
曜
日
の
夜
間
利
用

は
19
時
〜
20
時
ま
で
と
な
り
ま

す
。

● 

場
所
＝
串
良
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル

●
対
象
者
＝
20
歳
以
上
の
人

● 

参
加
料
＝
２
，
０
０
０
円
（
ス

ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
含
む
）

● 

申
込
方
法
＝
申
込
書
を
記
入
の

う
え
、
参
加
料
を
直
接
持
参
し

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー

　

海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

を
共
同
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、

海
に
対
す
る
理
解
や
知
識
・
技
能

を
習
得
さ
せ
豊
か
な
人
間
形
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る

「
海
洋
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

● 

対
象
者
＝
小
学
校
５
・
６
年
生

● 

実
施
期
間
＝
８
月
20
日
（
月
）

〜
24
日
（
金
）
４
泊
５
日

●
研
修
先
＝
沖
縄
県
北
部
地
区

● 

募
集
人
数
＝
２
人

●
集
合
解
散
場
所
＝
福
岡
空
港

※ 

保
護
者
の
送
り
迎
え
が
原
則

● 

参
加
費
＝
５
８
，０
０
０
円
（
そ

の
他
、
集
合
場
所
ま
で
の
旅
費

等
の
経
費
が
か
か
り
ま
す
）

※ 

参
加
費
を
含
む
経
費
に
対
し
て

の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

● 

研
修
内
容
＝
海
洋
性
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
史
跡
見
学
・
自

然
体
験
活
動

●
申
込
期
限
＝
５
月
21
日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

串
良
平
和
ア
リ
ー
ナ

　
　

☎
０
９
９
４
─31
─４
５
０
０

募　

集

さんふらわあ利用促進ミッションさんふらわあ利用促進ミッション

　４月11日、志布志港からの撤退を白紙撤回した「さんふらわあ」
利用促進のPRのため、さんふらわあ利用促進ミッションが行なわれ、
伊藤知事を団長に、本田志布志市長や大隅総合開発期成会長の山下
鹿屋市長、地元経済関係者で構成する約50人が、大阪に向けて出発
しました。
　出港前のセレモニーで伊藤知事は「県経済や観光振興に欠かせな
い重要な航路。今後も航路存続に向けて利用促進など全力で支援し
たい」とあいさつ。翌12日には、さんふらわあの運航会社に改めて
航路継続を求めたほか、旅行会社を訪れ、同船を使った旅行プラン
の商品化などを要請しました。

フェリー「さんふらわあ」 あいさつする伊藤知事 出港前に行われたセレモニー

さんふらわあの船長などに花束を贈呈

　４月26日、池園町の畑で西南保
育園の園児によるさつまいもの植
え付け体験が行われました。
　これは、鹿屋農業青年クラブ
（新地誠会長）が、幼少期に農作
業を体験することによって、食の
大切さを感じてもらおうと実施し
たもので、同保育園児51人が参加。
園児たちは、「早く食べたいから、
早く大きくなってね」と声をかけ
ながら、秋の収穫を楽しみに苗を
植え付けていました。

　４月10日、鹿屋市建具木工組合
が建具の日（４月10日）に合わせ
て、木製の踏み台50台を市に寄贈
しました。
　この踏み台は、足腰の弱い高齢
者などに、段差がある玄関や風呂
場などで活用してもらい、転倒防
止等に役立ててもらおうと贈られ
たもの。用途に合わせて数種類あ
り、幅約30～40㎝で、高さ約20㎝
前後。訪問看護師等を通じて高齢
者などに贈られました。

　４月６日、鹿屋商工会議所で平
成19年度新入社員合同入社式が行
われました。
　この日参加したのは、市内の26
事業所に就職した62人。式典では、
岡崎継義鹿屋商工会議所会頭が
「職場に愛着を持ち、全力で仕事
に取り組んでほしい」と激励。ま
た、新入社員を代表して稲付妹

ま い こ

子
さんが「今日のこの気持ちを忘れ
ずに努力していくことを誓いま
す」と決意の言葉を述べました。

鹿屋 KANOYAさつまいものさつまいもの
植え付けを体験植え付けを体験

鹿屋 KANOYA
合同入社式に62人が参加

鹿屋輝北 吾平串良
踏み台50台を寄贈踏み台50台を寄贈


